
～ 2025年　　3月　　14日

(対象者数) 19人 (回答者数) 8人

～ 2025年　　3月　　14日

(対象者数) 6人 (回答者数) 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

スタッフ一人一人がより利用者の状況や

問題点への理解を深め、より質の高い支援を

提供できるようにしていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

曖昧になってしまう部分へのアプローチには

常にアンテナを張り利用者の要望に

応えられるよう対処していきたい。

2

3

事業所における自己評価総括表

自由だからこそ曖昧になってしまう部分が

できてしまう。

専門的な支援に拘っていないことが要因。

おもちゃ箱さくら

事業所の強みだと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

幅広い自由な活動ができる。

目の前の広い公園でいつでも体を動かせ

る。行動範囲が広く、色々な場所での社

会体験を提供できる機会が多い。

子供たち同士での関わりを増やし、

ソーシャルスキルトレーニングの機会を作っ

ている。自由な活動の中でのルールやマ

ナーの意識付け。

2025年　　　2月　　27日

2025年　　　2月　　27日

2025年　　　3月　　15日

事業所名

保護者評価実施期間

保護者評価有効回答数

従業者評価実施期間

従業者評価有効回答数

事業者向け自己評価表作成日

事業所の弱みだと思われること 事業所として考えている課題の要因等


